
　
当
所
は
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
と
地
域
の
活

性
化
に
向
け
て
、
産
学
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
四
日
市
市
内
に
昨
年
2
月
、
開
設
さ
れ
た
三
重
大
学

北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
大
学
と
地
元
企
業
や
自
治
体
が
、

事
業
の
発
展
や
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
に
、
情
報
交

換
し
、
大
学
の
研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
き
っ
か

け
の
場
と
し
て
、
そ
の
機
能
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
開
設
か
ら
2
年
目
を
迎
え
、
今
年
4
月
、

新
た
に
北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
長
に
着
任
し
た
今
西
誠
之
副

学
長
、
同
大
知
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
し
た
池
浦
良
淳
工
学
研
究
科
長
と
、
種
橋
潤
治

会
頭
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
談
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
同
大
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
当
所
顧
問
の

鈴
木
裕
志
氏
を
進
行
役
に
、
3
氏
が
モ
ニ
タ
ー
越
し
に

産
学
連
携
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

鈴
木

－

産
学
連
携
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

－

種
橋

－

国
内
有
数
の
産
業
集
積
地
、
四
日
市
に
理
工
系

の
情
報
を
発
信
で
き
る
北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
は
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
大
学
と
の
距
離
を
感
じ
ま
す
。
大
学
で
研
究
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
い
か
に
企
業
の
発
展
に
利
用
し
て
い
く

の
か
、
も
っ
と
も
っ
と
双
方
が
議
論
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
大
学
と
企
業
が
結
び
付
く
こ
と
で
、
北

勢
だ
け
で
な
く
県
内
全
域
が
さ
ら
に
発
展
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

今
西

－

大
学
と
企
業
、
地
域
に
は
、
ま
だ
ま
だ
距
離
が

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
情
報
が
企
業
に
届
い
て
い

な
い
現
状
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
に
、

大
学
の
教
員
は
情
報
発
信
に
努
め
、
研
究
の
種
〝
シ
ー

ズ
〞
が
、
企
業
の
発
展
に
ど
う
い
う
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
か
、
明
確
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

池
浦

－

大
学
の
研
究
も
世
の
中
で
役
に
立
た
な
い
と
ダ

メ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
に
は
、

情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
教
員
が
企
業
に
出
向
い
て
、

そ
の
現
場
で
真
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
解
決
で
き
る

方
策
を
互
い
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

鈴
木

－

ニ
ー
ズ
の
発
信
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

－

種
橋

－

企
業
側
も
大
学
へ
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
産
業
界
が
ニ
ー
ズ
を
発
信
し

て
、
先
生
方
に
助
言
を
得
る
と
い
う
流
れ
が
十
分
構
築

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
先
生
方
の
研
究
が
企
業
の
事
業
発

展
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
機
会
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
の
か
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
工
夫
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

池
浦

－

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
可
能
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
本
年
度
は
、
研
究
紹
介
（
詳
細
は
左
記
）
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
発
信
し
ま
す
。
学
内
の「
戦
略
的
機
能
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、
意
見
交
換
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
な

よ
う
に
、
学
内
の
技
術
を
集
約
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
勢
に
限
ら
ず
、
県
内
外
へ
エ
リ
ア
を
広
げ
て
発
信
で
き
る
の
も

導
入
し
て
い
き
ま
す
。

種
橋

－

産
業
集
積
地
の
北
勢
に
は
、
先
生
方
の
研
究
や
大
学
の
教

育
を
活
か
せ
る
地
盤
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ニ
ー
ズ

を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
我
々
の
情
報
網
を
活
用
し
て
、

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
こ
う
い
う
場

を
頻
繁
に
持
つ
こ
と
で
、
情
報
交
換
を
進
め
て
、
産
学
連
携
の
深

化
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
。
県
内
の
高
校
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け

る
予
定
で
す
。
こ
の
研
究
紹
介
は
今
後
、
他
の
学
部
に
も
広
げ

て
い
く
よ
う
学
内
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
西

－

北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
は
「
研
究
会
」
な
ど
全
学
的
な
活
動

も
推
進
し
て
い
ま
す
。
産
学
連
携
の
す
そ
野
を
広
げ
て
、
多
く

の
出
会
い
の
場
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
連
携
の
中
で
工
学
研
究
科
の
長
期
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を

　新型コロナウイルス感染症の影響により、本年度の研究
紹介事業は全編オンラインで北勢サテライト並びに三重大
学からZoom配信します。

機械工学編　
研究活動紹介
日時　10月7日（水）14時～16時50分
内容　■研究科紹介：工学研究科長／
　　　　専攻紹介：機械工学専攻長
　　　■量子力学の機械工学への応用　講師：小竹茂夫
　　　■高品質な鋳物を生産するための自動化技術の開発
　　　　講師：高木優斗　
　　　■人間支援システム研究室の研究紹介　
　　　　講師：早川聡一郎
　　　■自発的溶融凝固接合とは　講師：川上博士
　　　■集積加工システム研究室の研究紹介　
　　　　講師：中西栄徳
　　　■エネルギー環境工学研究室の研究紹介　
　　　　講師：前田太佳夫
　　　■エネルギー・環境機器における複雑な熱流動の
　　　　解析と評価　講師：廣田真史
　　　■流動制御研究室の研究紹介　
　　　　講師：辻本公一
　　　■生体システム工学研究室の研究紹介　
　　　　講師：稲葉忠司
　　　意見交換会　15時50分～16時50分
定員　150人、先着順に受け付けます。受講無料
申込　三重大学大学院工学研究科ホームページから申し込

みください。

問い合わせは、
三重大学工学研究科チーム総務担当＝☎059（231）9466、
または E-mail　eng-somu＠eng.mie-u.ac.jp へ

主催：三重大学大学院工学研究科／共催：北勢サテライ
ト・ユマニテクプラザ統合事務局・㈱三重ティーエルオー
／後援：（公財）三重県産業支援センター・四日市商工会議
所・桑名商工会議所・鈴鹿商工会議所・亀山商工会議所・
三重中小企業家同友会・㈱三十三総研・㈱百五総合研究
所・三重大学工学部同窓会
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今西誠之　
　1962年生まれ、1986年京都
大卒、1990年同大学院工学研
究科博士課程中退、同年三重大
工学部助手、同大機器分析セン
ター助教授、同工学部助教授を
経て教授、2020年4月産学連携
担当副学長、北勢サテライト長に
就任、専門は応用電気化学、次世
代型電池開発

種橋潤治　
　1950年生まれ、1973年名古
屋大卒、同年住友銀行入行、三
井住友銀行取締役・専務執行役
員を経て、2008年三重銀行副頭
取、2009年同頭取就任、2015
年同会長、2016年四日市商工
会議所会頭就任、現在2期目、
2019年三重県商工会議所連合
会長に就任

池浦良淳　
　1963年生まれ、1986年東北
大卒、1991年同大学院工学研
究科機械工学博士後期課程修了、
同年東北大助手を経て、1995年
三重大工学部講師、1998年同
助教授、准教授を経て、2007年
同教授、2020年4月工学研究科
長、知的イノベーション研究セン
ター長就任、専門は機械工学・制
御工学・ロボット工学・人間工学

当所で
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